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●５月. のマンスリーサロン
ー－恒例野外研修一一

岡山・大原美術館
訪問記

５月のマンスリーサロンはＩ恒例の野
外研修になっており今回は、柳の枝が
垂れ下がる堀割に沿って白黒の、“ナ
マコ壁”の家並みが続く古き良き時代
の面影を残す、“まち”倉敷を訪ね
た。１３日の日曜日、薄雲の張る大空、
五月中旬にしては少々肌寒さを感じる
天候であったが、柿本会長ご夫妻を含
め、３組のご夫婦の参加を得て総勢１６
名で新神戸、８時4 6 分発の新幹線にて
出発。途中岡山駅で、新米ガイドのせ
いで右往左往させられたが予定通り1 ０

時2 4 分､ 倉敷に到着｡ さっそく
徒歩で大原美術館に向かう。
美術館本館では春の公開講座
のなかで、「8 5 年春夏の色の
傾向はこの画家達の画く絵の
色ですよ｣ 、と紹介された画
家、印象派の巨匠モネ｢ 睡蓮」
写実派のコローの「フエルテ
･ ミロンの風影｣ 、繊細な筆づ
かいのセガンティーユの「ア

ルプスの真昼｣ 、モネと同じ印象派の
シスレーの「風景｣ 、ルノァールの「泉
の女」セザンヌの「水浴」ユトリロの
「パリ郊外」１７世紀に画かれたと言わ
れているエル°グレコの「受胎告知」
いつ訪れても一番最初に出合いたい、
出合って、ほっと、するモローの「雅
歌」等を相変らずの雑沓のなかで鑑賞
する。陶器館では浜田庄司、河井寛次
郎、バーナード･ リーチの作品、版画
館では棟方志功の作品を鑑賞、染色館
束洋館を経てひとまず館外に。さて昼

食となったがなにぶん狭い地域なので
どこの食堂も食を求める人で溢れてい
る、どうも２時過ぎでないとありつけ
ないのでは、と心配をしていたが運良
くアイピースクェアーの食堂で定時よ
り少々遅れたが昼食にありつく。ちな
みに「アイビー」とは、「蔦」のこと
である。元紡績工場の赤レンガに多過
ぎるぐらいの目にしみるような５月の
緑の蔦、その中庭の椅子に、いささか
のアルコールに良い気分になり青天上
ではないが大空に真正面に相対して、
うたた寝をする人、童心に返ってアイ
スクリームを嘗める人、ワイワイ、話
をする人、それぞれのポーズで休息を
とる。しばし散策の後、再び美術館を
訪れ日本近代洋画を納めている分館で
藤田嗣治、梅原龍三郎、萩須高徳、岸
田劉生、等の作品を鑑賞。この頃にな
ると傘をさすほどではないが、帰りを
せかすように小雨が降り出し、１８時２８
分、やや強く降り出した雨のなか新神
戸に帰り着く。＜米田博司＞

神戸ファッション研究所
設立墓余募集中／

●７月の総会
日時／７月９日( 月) Ｐ：Ｍ６：３０～
場所／シェ・ラ・メールにしむら
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で
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
こ
と
が

ン
チ
ノ
な
ど
の
素
敵
な
カ
ッ
プ

食
事
を
楽
し
み
た
い
向
き
に
は
じ
ら
れ
、
使
い
込
む
ほ
ど
味
が
れ
て
い
る
。

を
満
喫
で
き
る
。
家
族
連
れ
や

り
、
調
理
を
眺
め
な
が
ら
飲
食

ら
楽
し
め
る
（
５
時
１
９
時
）

ウ
ン
タ
ー
バ
ー
の
新
設
。
ハ
イ
気
の
お
店
。
香
り
高
い
炭
火
倍

ボ
ー
ル
や
水
割
が
３
０
０
円
か
煎
の
訓
誹
を
大
倉
陶
園
や
バ
レ

ぴ
っ

キ
ッ
チ
ン
も
オ
ー
プ
ン
に
な カウンターバー

で
き
る
。

楽
し
め
ま
す
。

赤
い
ス
ト
ロ
ー
が
し
ゃ
れ
て

い
て
ア
ダ
ル
ト
な
女
性
に
好
ま

「
落
ち
つ
き
や
ぬ
く
も
り
が
感落ちつきを感じる「はた瑚排店」

と
い
う
わ
け
。
お
値
段
も
１
０

０
円
と
並
の
タ
バ
コ
よ
り
安
く

ポ
ケ
ッ
ト
に
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に

持
ち
運
び
自
由
だ
。
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●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

欧
風
料
理
と
デ
ザ
ｉ
卜
の
店

ブ
ラ
ッ
セ
リ
ー
・

ド
・
ラ
・
ポ
ス
ト

東
灘
区
本
山
北
町
３
‐
・
３
１
Ｍ

宮
０
７
８
１
４
５
２
．
．
８
７
６
６

学
生
街
と
し
て
も
、
神
一
戸

で
は
名
高
い
岡
本
に
、
新
し

く
で
き
た
欧
風
料
理
の
店
。

ス
タ
ッ
フ
の
平
均
年
令
は
鯉

才
。
若
さ
で
ム
ン
ム
ン
の
活

気
溢
れ
る
〃
パ
リ
市
民
の
社

交
場
″
と
い
っ
た
感
じ
。
場

所
か
ら
い
っ
て
、
若
者
が
多

い
？
と
思
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
和
気
藷
々
と
フ
ァ
ミ
リ

ー
ム
ー
ド
も
》
杯
。
お
料
理

教
室
と
題
し
た
、
各
自
の
お

得
意
メ
一
三
－
を
印
刷
し
た

プ
リ
ン
ト
も
な
か
な
か
好
評

で
あ
る
。
お
手
軽
な
料
理
。、

ワ
イ
ン
・
ビ
ー
ル
な
ど
雷
す

、
、
べ
て
『
ボ
ク
た
ち
に
お
ま
か

せ
下
さ
い
』
と
若
い
ス
タ
ッ

フ
は
、
は
り
き
っ
て
い
る
。

蕊
琵…

こんなお料理が自由自在に

シ
ニ
ー
ク
ル
ト
＆
ソ
‘
・
セ
ー
ジ
￥
１

０
０
０
／
海
の
幸
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
／

￥
９
０
０
／
ウ
ォ
‘
，
パ
・
フ
ォ
ル
ナ

イ
ヤ
￥
８
０
０
／
ラ
ン
チ
￥
７
０
０

か
ら
／
テ
ィ
・
・
ク
イ
ム
セ
ッ
ト
￥
４

５
０

鱗
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１
１４４
１

『~ ~ 可

S ＰｏＴ
⑤
神
戸
で
初
の
〃
ア
ン
テ

ィ
ッ
ク
ド
ー
ル
・
オ
ル

ゴ
ー
ル
展
″

６
月
４
日
１
ｍ
日
ま
で

ベ
ニ
ー
毛
皮
店
（
国
際
会

館
１
Ｆ
）
に
お
い
て
、
｝
不
才
人

形
師
で
あ
る
ジ
ュ
モ
ー
・
ブ
リ

ュ
ー
な
ど
の
幻
の
名
作
、
約
伽

点
を
集
め
た
〃
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク

ド
ー
ル
・
オ
ル
ゴ
ー
ル
展
〃
が
開

蕊
ぱ
せ
る
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
ド
ー
ル

の
数
々
は
、
フ
ラ
ン
ス
製
・
ド

イ
ツ
製
共
に
、
芸
術
性
に
富
ん

だ
高
級
品
ば
か
り
。
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
が
、
高

ら
か
に
会
場
に
鳴
り
響
き
、
人

形
に
見
入
る
人
々
は
、
大
変
満

足
気
。

F ＲＥＳＨ:ii:蕊謂謡

、
栄
え
あ
る
（
？
）
神
戸

っ
子
の
仲
間
入
り
を

株
式
会
社
ミ
キ
モ
ト
の

神
戸
支
社
に
東
京
・
銀
座

の
本
社
か
ら
藤
江
俊
彦
さ

縄
ん
ん
が
、

窪
輸
出
・

嘩
卸
営
業

鰯
部
。
業

務
課
長
と
し
て
転
勤
し
て
来
ら

れ
た
。
真
珠
の
翰
出
か
ら
総
務

人
事
、
庶
務
会
計
ま
で
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
仕
事
を
担
当
さ
れ

る
。「

素
敵
な
女
性
が
い
る
な
、
と

思
う
と
真
珠
の
バ
イ
ヤ
ー
だ
っ

た
り
（
笑
）
神
戸
は
本
当
に
女

性
の
バ
イ
ヤ
ー
が
多
い
の
で
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
と
に
か
く

神
戸
は
初
め
て
な
の
で
ま
だ
ま

だ
勝
手
が
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

が
、
で
き
れ
ば
、
山
本
通
り
に

も
小
売
店
を
造
り
た
い
な
、
と

考
え
て
お
り
ま
す
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
た
。

②
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

、
恥
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン

伽
フ
ェ
ス

Ｆ
〃
太
平
洋
の
宝
石
″
シ
ド

ニ
ー
の
美
し
い
港
に
代
表

灘
市
が
、
６
月
２
日
Ｉ
妬
日
の
間

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
コ
ア
ラ
ベ
ア
の
ぬ
い
ぐ

る
み
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
特

別
料
理
も
好
評
。

と
り
わ
け
、
人
気
の
的
と
な

っ
た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
直

送
の
原
毛
を
使
っ
た
『
ス
ピ
ニ

ン
グ
』
（
羊
毛
の
手
紡
ぎ
）
。
こ

れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
自

の
手
法
で
、
野
性
的
な
糸
を
紡

ぐ
も
の
で
、
次
々
と
紡
ぎ
だ
さ

れ
る
ス
ピ
ニ
ン
グ
の
牢
垂
種
は
特

に
若
い
女
性
か
ら
ミ
セ
ス
に
ま

で
人
気
が
集
中
し
た
。

現
在
〃
手
づ
く
り
の
良
さ
″

が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
「
自

分
だ
け
の
糸
を
ス
ピ
ン
ド
ル
や

糸
車
で
紡
い
で
、
あ
な
た
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
を
」
と
、
今
秋
、
９

月
に
は
毛
糸
ス
タ
ジ
オ
も
オ
ー

プ
ン
の
予
定
。

口
問
い
合
せ
株
式
会
社
、
ヤ
ラ
商
会

貧
３
３
１
１
５
５
８
１
／
宮
地
汽
船
株

式
会
社
気
付

ｗ
・
帰
謬
震

○
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ナ
イ
ト

卵
ク
ラ
ブ
北
野
ク
ラ
ブ
で
、

５
月
鋤
日
、
瓢
日
、
超
デ

ラ
ッ
ク
ス
な
ラ
テ
ン
グ
ル
ー
プ

〃
ペ
ド
ロ
＆
カ
プ
リ
シ
ャ
ス
″

を
招
い
て
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を

開
催
。デ

ビ
ュ
ー
曲
の
詞
別
れ
の
朝
と

」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
は

じ
め
、
今
年
１
月
幻
日
に
発
売

さ
れ
上
ツ
ト
チ
ャ
ー
ト
上
昇
中

の
新
曲
「
横
浜
レ
イ
ニ
ー
ブ
ル

ー
」
を
披
露
。
最
後
は
お
得
意

の
強
烈
な
ラ
テ
ン
ロ
ッ
ク
。

春
の
終
わ
り
を
飾
る
ト
ロ
ピ

カ
ル
な
キ
タ
ノ
・
ナ
イ
ト
で
あ

っ
た
。ま

た
、
７
月
狸
日
に
は
、
姉

妹
店
の
レ
ス
ト
ラ
ン
プ
ラ
ン
・

ド
ゥ
・
プ
ラ
ン
で
風
か
お
る
さ

ん
を
迎
え
て
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

ー
が
開
か
れ
ま
す
。
シ
ョ
ー
タ

イ
ム
／
肥
時
釦
分
・
即
時
妬
分

￥
１
４
０
０
０
（
税
・
サ
共
）

ロ
レ
ス
ト
ラ
ン
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
プ
ラ

ン
宮
（
３
２
１
）
１
４
５
５

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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●パステル色のオ・イ。シ・サ
本高砂屋のパスパーラを
甘さをおさえたシャーベスト
フルーツの生きた香りを迎ぷゼ
リー、なめらかな口あたりのム
ース、と個憐豊かな夏のデザー
トをセットで1 0 名様にプレゼン
ト。アフタースポーツに、ミセ
スのホームパーティーに楽しさ
そえることでしょう。
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＠伝統を守りながら新しい味も皆様に

石坂勇さんく蛎鶏¥ 継曹＞
オリエンタルホテルに勤めて3 6 年とい
うから、戦後の神戸とともに料理．筋の
大ベテラン。「古典的なフランス料理を
大切に守りながら、かつ時代とお客様の
ニーズに応えたいですね」とニッコリ。
5 7 年のルクセンブルク第１回ガストロノ
ミ展で金メダル。
年祭の大阪グルメ
リ。

昨年は大阪城築城4 0 0
フェアーで準グランプ

TＯＰＩＣＳ
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
の
上

島
和
排
（
社
長
上
島
達
司

氏
）
が
同
社
嵩
士
総
合
工

場
（
静
岡
県
涜
士
市
地
川
）

の
敷
地
内
に
建
設
巾
だ
っ

た
研
修
セ
ン
タ
ー
が
完
成

こ
れ
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
木
が
ど
の

よ
う
に
栽
培
さ
れ
、
成
長
す
る
か

ま
た
、
正
場
の
製
造
ラ
イ
ン
も
・

目
で
わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

建
設
さ
れ
た
も
の
。
１
階
に
は
、

机
聴
覚
設
仙
と
し
て
、
、
、
、
リ
映
写

設
備
．
ス
ラ
イ
ド
映
写
設
術
の
ほ

か
、
ピ
デ
オ
プ
ロ
ジ
墨
ク
タ
ー
や

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ニ
ク
タ

ー
な
ど
が
完
備
。
ま
た
、
２
階
に

ま
た

は
コ
ー
ヒ
ー
を
科
学
的
に
分

る
研
究
検
壷
室
も
設
憧
さ
れ

る
。
建
築
面
載
は
１
階
が
叩

メ
ー
ト
ル
、
２
階
が
噸
平
方

ト
ル
、
屋
階
郵
垂
上
〃
メ
ー
ト１平がさに、ジクル聯縮：

合
計
瀬
平
方
メ
ー
ト
ル
。

⑧
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の

恒
例
夏
ま
つ
り
、
今
年
は
豪
家
外

洋
ク
ル
ー
ザ
．
。
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

７
」
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
洋
上
サ

マ
ー
イ
プ
ニ
ン
グ
ク
ー
ル
ズ
７
月

四
日
（
木
）
サ
ン
パ
ブ
ラ
ジ
ル
デ

ー
、
７
月
即
日
（
金
）
南
太
平
洋

デ
ー
、
両
日
は
サ
ン
バ
や
ハ
ワ
イ

ア
ン
な
ど
楽
し
い
催
し
で
一
杯
。

乗
船
は
”
時
”
分
、
出
帆
塑
時
、

帰
港
誕
時
釦
分
、
乗
船
場
所
は
神

戸
ポ
ー
ト
ク
・
・
ミ
ナ
ル
。
料
金
￥

５
０
０
０
言
〈
３
３
１
）
８
１
１

１⑥
太
丸
前
・
つ
る
や
衣
裳
店
で
は

７
月
１
日
・
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
借
楽
の
間
で
婚
礼
衣
裳
の
展

示
会
を
開
き
ま
す
。
案
内
状
を
ご

入
用
の
方
は
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。
茸
（
３
２
１
）
０
３
６
０

界
６
１

は日
サヘ

ト
ル
。

タ
ル
ホ
テ
ル
の

今
年
は
豪
家
外

さ
ん
ふ
ら
わ
あ

Ｉ
し
た
洋
上
サ

ク
ー
ル
ズ
７
月

パ
ブ
ラ
ジ
ル
デ

金
）
南
太
平
洋

ン
（
や
ハ
ワ
イ

催
し
で
一
杯
。

、
出
帆
塑
時
、

｝
》
薯
謹
蓋

講
嘩
凄
嚇
繍
雛

己
》
醐
岬
》
》
》
砕
》
秘

ＰＲＥＳＥＮＴ
[ ＯＲＮＥＲ

応
難
方
法
○
蕊
番
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
蒋
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

澗
．
・
１
．
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
『
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
７
月
即

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
誓
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

鍾 鶴
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一二= 可云舞一

☆
来
春
、
淡
路
島
全
域
で

「
く
に
う
み
の
祭
典
」
開
く

淡
路
島
と
い
え
ば
、
国
生
み

月
訓
日

ま
で
の
１
３
３
日
間
、
「
公
園

島
・
あ
わ
じ
ｌ
く
に
う
み
の
祭

典
」
が
開
か
れ
る
。
全
体
の
テ

ー
マ
が
「
２
０
０
１
年
へ
の
出

発
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は

兵
庫
県
が
進
め
る
〃
南
北
緑
の

回
廊
計
画
″
へ
の
一
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
い
え
る
。

主
会
場
は
、
「
お
の
こ
ろ
ア

イ
ラ
ン
ド
」
（
津
名
町
）
の
他
、

「
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
」
「
大

鳴
門
橋
記
念
館
」
だ
が
、
全
体

で
１
３
０
万
の
入
場
者
を
見
込

ん
で
い
る
。

現
在
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か

な
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
会
場
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
５
月

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か
●
日
仏
科
学
技

術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
実
見
を
悪
る
Ｉ
（
フ

ラ
ン
ス
の
宇
宙
朋
発
映
画
上
映
、
Ｔ
Ｇ
Ｖ

ロ
ケ
プ
ト
等
の
肢
先
端
技
術
を
紹
介
）
／

７
月
狸
日
１
時
神
戸
国
際
会
議
場
咽
号
室

⑬
特
別
記
念
座
談
会
ｌ
私
の
フ
ラ
ン
ス
掴

ｌ
／
７
月
皿
日
１
時
半
神
戸
国
際
会
議
場

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
磯
村
尚
徳
局
長

と
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
谷
岡
武
雄
氏
の

対
談
）

☆
５
周
年
迎
え
た
ワ
イ
ン
の
会

神
戸
の
ワ
イ
ン
通
が
集
ま
る

神
戸
ワ
イ
ン
ク
ラ
ブ
（
長
島
陸
会

長
）
が
、
５
周
年
を
迎
え
、
相

楽
園
会
館
で
５
月
哩
日
の
夜
ワ

イ
ン
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。

さ
す
が
に
ワ
イ
ン
通
の
会
だ

け
あ
っ
て
、
当
夜
飲
ん
だ
ワ
イ

ン
は
、
期
待
の
神
戸
ワ
イ
ン
を

始
め
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ア
メ
リ
カ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
充

分
。
小
笠
原
元
副
知
事
、
フ
ラ

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ルユニークな前売券

か月来だにでの
ら２１年が有っ神
８日４，名と話

寺
本
混
、
角
田
嘉
宏
、
新
谷

誘
紀
、
村
上
和
子
さ
ん
ら
会

員
ビ
ジ
タ
ー
約
八
○
人
が
集
っ

た
。
ワ
イ
ン
を
愛
す
る
人
が
各

国
の
ワ
イ
ン
競
べ
を
楽
し
む
と

こ
ろ
が
い
か
に
も
神
戸
的
。

☆
教
育
へ
の
熱
意
ム
ン
ム
ン

Ｐ
Ⅱ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

〃
活
力
あ
る
子
育
て
″
を
め

ざ
し
、
家
庭
教
育
の
原
点
を
問

茄
日
か
ら
前
売
券
（
２
割
引
）

が
発
売
さ
れ
た
。
８
月
末
ま
で

の
限
定
発
売
で
、
海
外
旅
行
招

待
な
ど
の
特
典
も
あ
る
。

八
前
売
券
Ｖ
大
人
１
６
０
０
円
、
中
・
高

生
９
６
０
円
、
小
学
生
８
０
０
円
、
幼
児

３
２
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
「
お
の
こ
ろ

ア
イ
ラ
ン
ド
事
務
局
」
（
茸
３
６
１
１
８

６
３
５
）
ま
で
。

☆
神
戸
フ
ラ
ン
ス
週
間
開
幕
を

機
に
日
仏
の
画
家
が
交
流

洋
画
家
二
紀
会
の
西
村
功
氏

が
５
月
釦
日
’
７
月
３
日
ま
で

渡
仏
、
神
戸
港
と
姉
妹
港
の
マ

ル
セ
イ
ユ
で
、
同
地
の
画
家
』

。
Ｃ
・
キ
リ
シ
氏
と
友
好
を
温

め
、
共
に
来
神
、
個
展
を
開
く

神
戸
フ
ラ
ン
ス
週
間
の
始
ま

り
に
ふ
さ
わ
し
い
交
流
の
一
幕

で
あ
る
。
７
月
１
日
Ｉ
皿
日
ま

で
開
催
さ
れ
る
〃
神
戸
フ
ラ
ン

ス
週
間
″
主
要
イ
ベ
ン
ト
は
次

の
通
り
。

会
議
場
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
ｅ
キ
リ
シ

絵
画
展
／
７
月
５
１
，
日
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

さ
ん
ち
か
●
西
村
功
展
／
７
月
狸
１
町
日

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

墨
開

蝋

●
ル
イ
・
ヴ

功
イ
ト
ン
の
す

村
べ
て
展
／
７

西
月
３
１
８
日

・
神
戸
国
際

１
１４６
１

Ｆ－１

山
田
さ
ん
か
ら
の

あ
た
た
か
い
贈
り
物

本
迎
動
は
、
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
福
祉
の
心
に
支
え
ら
れ
て
、
順
調
に

発
展
し
て
い
ま
す
。

こ
の
五
月
八
日
の
本
巡
動
の
十
九
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
心
あ
た
た
ま
る
話
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

五
月
十
一
日
、
三
宮
の
国
際
会
館
内

の
本
巡
動
那
務
所
へ
一
女
性
が
こ
ら
れ

－
通
の
封
筒
を
さ
っ
と
お
い
て
帰
ら
れ

よ
う
と
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
あ
わ
て
て
、
住
所
と
お
名
前
は

笹
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
戸
市
兵

脈
区
羽
板
通
の
山
田
き
よ
子
さ
ん
で
、

中
に
は
十
万
円
も
の
大
金
が
は
い
っ
て

い
ま
し
た
。

早
速
、
木
巡
動
か
ら
巡
動
参
加
カ
ー

ド
・
啓
発
紙
等
を
送
り
お
礼
申
し
ま
し

た
。
折
り
返
し
山
田
樺
か
ら
次
の
よ
う

な
要
旨
の
手
紙
が
き
ま
し
た
。

「
（
前
略
）
あ
の
お
金
は
、
私
に
と
っ

て
ま
さ
し
く
大
金
で
す
。
こ
の
度
生
ま

れ
た
三
人
目
の
子
は
、
二
度
も
原
因
不

明
の
流
産
の
末
、
授
か
っ
た
子
で
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
子
が
お
腹
に
い
る
時

か
ら
無
事
生
ま
れ
た
ら
私
の
ヘ
ソ
ク
リ

を
感
謝
の
心
を
こ
め
て
社
会
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
心
に
決
め
て
い
ま
し
た

こ
の
述
動
の
こ
と
は
、
十
分
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
あ
の
お
世
辞
に
も
り

つ
ば
と
い
え
な
い
事
務
所
で
一
生
懸
命

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
様
子
や
、

送
っ
て
も
ら
っ
た
啓
発
紙
を
見
て
と
て

も
心
を
う
た
れ
、
迎
動
に
参
加
し
て
よ

か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
」

山
田
様
の
人
間
的
な
あ
た
た
か
さ
を

胸
に
本
迎
動
は
さ
ら
に
前
進
し
表
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

唾
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
－
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

官
二
五
一
Ｉ
八
一
六
一
内
線
三
一
六

鍵蝋;３
隊
罵
髄
蝦

どのワインがb ウマイかな

ン
ス
副
領

事
、
森
鼻

神
戸
市
農

政
局
課
長

さ
ん
ら
の

ゲ
ス
ト
に

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



グ
ラ
ス
の
教
室
も
友
田
栄
一
講

師
を
迎
え
て
開
設
さ
れ
る
。
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
関
す
る
情
報

が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
の

で
興
味
あ
る
方
に
は
必
見
。

旧
グ
ラ
ッ
シ
ア
ー
ニ
邸
は
明

治
に
建
て
ら
れ
た
２
階
建
異
人

館
で
徐
々
に
改
装
工
事
も
進
め

ら
れ
る
。
こ
の
ガ
レ
ー
ジ
で
は

今
回
は
応
募
数
即
校
、
表
彰
式

出
席
者
も
約
棚
名
と
、
親
た
ち

の
教
育
と
広
報
紙
づ
く
り
へ
の

熱
意
が
う
か
が
え
た
。

☆
空
間
が
あ
な
た
を
決
定
す
る

神
戸
の
私
設
図
書
館
第
一
号

三
宮
２
丁
目
に
私
設
図
書
館

〃
ザ
。
マ
マ
エ
・
プ
ラ
イ
ベ
イ

ト
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
″
が
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
。
２
時
間
ま
で

獅
円
（
以
後
１
時
間
毎
に
卯
円

増
）
で
緑
茶
の
サ
ー
ビ
ス
付
。

喫
茶
店
並
み
の
安
さ
と
夜
遅

く
ま
で
あ
い
て
い
る
の
が
受
け

て
い
る
。
オ
ー
ナ
ー
の
前
岡
和

子
さ
ん
は
「
と
に
か
く
安
く
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は

利
益
重
視
の
企
業
へ
の
小
ぶ
り

な
が
ら
の
反
逆
で
す
」
と
言
う
。

い
直
す
た
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活

動
を
続
け
る
肋
総
合
教
育
財
団

（
西
本
博
理
事
長
）
に
よ
る
「
第

２
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
」
が
、
５
月
妬
日
垂

水
水
産
会
館
で
開
か
れ
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
と
は
、
子
ど

も
た
ち
と
学
校
を
結
ぶ
ミ
ニ
新

聞
で
、
も
ち
ろ
ん
母
親
た
ち
が

手
づ
く
り
で
取
材
、
編
集
、
割

り
付
を
行
な
う
だ
け
に
、
そ
れ

余
技
や
趣
味
の
域
を
超
え
て

〃
写
真
家
〃
稲
田
勝
己
の
声
価

は
既
に
高
く
、
コ
レ
ク
タ
ー
の

ひ
き
あ
い
も
出
て
い
る
。

あ
な
た
も
写
真
鑑
賞
で
「
旅

の
時
間
」
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

☆
写
真
展
の
後
、
三
宮
本
通
り
の
喫
粂
店

「
ド
ル
メ
ン
（
３
３
１
１
５
２
２
０
）
」

に
一
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
す
。

☆
北
野
町
の
旧
グ
ラ
ッ
シ
ア
ー

ニ
邸
で
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

異
人
館
通
り
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
山
側
、
旧
グ
ラ
ッ
シ
ア
ー

ニ
邸
が
７
月
よ
り
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ
〃
Ｇ
１
ａ
Ｓ

Ｓ
ｌ
ｉ
ｎ
〃
と
し
て
オ
ー
プ
ン

す
る
。ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
材
料
で

あ
る
ガ
ラ
ス
を
手
杭
き
ガ
ラ
ス

の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
物
中
心
に
関

け
に
、
そ
れ

り
ぞ
れ
の

く
工
夫
が

海
あ
り
、

癖
内
容
形

諏
斗
式
も
各

獅
塑
校
十
人

満
．
＋
色
だ

図
書
室
で
４
階
は
ザ
・
マ
マ
エ

・
ア
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
キ
ッ
チ

ン
付
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
、

階
段
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
を
利

用
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ
る
。

園
住
所
／
中
央
区
三
宮
町
２
‐
加
ｌ
加

ザ
・
マ
マ
エ
・
プ
リ
ッ
ク
・
ハ
ウ
ス
３
Ｆ

（
３
３
１
）
５
６
６
９
水
咽
休
日
・
祝

日
／
佃
時
ｉ
翠
時
、
平
日
畑
時
’
四
時

★
詩
情
漂
う

稲
田
勝
己
写
真
展

６
月
狸
ｌ
泌
日
、
大
阪
高
島

屋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
、

神
戸
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
フ

ァ
ー
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
バ
ン
ク
の

稲
田
勝
己
に
よ
る
写
真
展
、

「
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ

・
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
旅
の
時

間
」
が
開
か
れ
た
。

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
を
取
材
し
た

と
き
の
写
真
の
数
々
。
朝
と
夕

の
街
の
表
情
が
こ
こ
か
し
こ
に

い
ず
れ
蔵
書
も
増
や
し
、
観
光

客
が
プ
ラ
ン
を
立
て
ら
れ
る
よ

騨
寧
鱗
》
鍵
鍵
蝿
浄

儲､ 鐸諦. 痔一

蕊鱗 錘
母鵠錨癖患静# 謡蕊鋪騨馬

＃函

鷲鰯

コレクションから
てとな鮮彩構らと
いな出やと図れら
るつ来かも色、え

一
う
な
神

却
一
戸
コ
ー

わ
ナ
ー
善
も

辰
設
け
る

階
と
い
う

３

３
階
が

両

）

西
一
の

垂
豊
富
な

一
品
揃
え

琴
で
販
売

ツラ
し
、
同

嘩
時
に
ス

’
1４７
１ 露

呼
騨
『
蝿
蝦

浮
世
絵
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
は
、

日
本
で
も
第
一
人
者
の
著
者
が
、
浮
世

絵
に
見
る
〃
阿
蘭
陀
″
の
影
響
か
ら
、

江
戸
時
代
に
お
け
る
異
国
膳
、
江
戸

人
の
外
国
へ
の
あ
こ
が
れ
、
絵
師
の
趣

味
性
を
解
き
あ
か
そ
う
と
し
た
本
書
。

著
者
の
浮
世
絵
趣
味
、
阿
閲
陀
へ
の

あ
こ
が
れ
も
、
随
所
に
み
ら
れ
、
興
味

津
津
。
（
里
久
出
版
￥
３
８
０
０
）

綱
灘
撫
聯
測
湘
耐

表
題
作
は
じ
め
四
編
が
本
著
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ

（
と
あ
え
て
ジ
ァ
ン
ル
付
け
を
す
る
が
）

も
こ
こ
ま
で
文
学
の
香
気
が
漂
う
世
界

に
な
っ
た
の
か
、
と
思
う
次
第
。
表
題

作
の
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
る
「
雨
」
「
音

楽
」
「
映
傑
」
「
絵
画
」
の
世
界
は
美
し

い
た
だ
繕
細
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
い
い

が
、
線
の
細
さ
が
少
々
気
に
な
る
と
い

え
る
が
、
そ
れ
は
マ
ニ
ア
の
＃
に
委

ね
る
こ
と
に
す
る
。
愛
読
者
へ
５
冊
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
（
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ジ
ャ
ー

ナ
ル
社
￥
７
８
０
）

灘
繍
繍
『
需
砕
鉢
許

夏
が
近
づ
く
と
ポ
ン
ポ
コ
聞
こ
え
て

く
る
。
ど
こ
や
ら
の
ビ
ー
ル
の
宣
伝
で

は
な
い
が
、
最
近
ま
す
ま
す
つ
ら
つ
ら

と
富
士
正
晴
は
唄
う
の
で
あ
る
。
こ
の

富
士
節
、
た
ま
ら
な
く
人
恋
し
い
。
酒

に
つ
い
て
老
い
に
つ
い
て
、
交
友
録
、

私
用
の
小
説
な
ど
、
忙
月
忙
日
、
註
月

荘
日
の
思
い
を
さ
ら
り
と
綴
っ
た
好
エ

ッ
セ
イ
集
。

（
編
築
工
房
ノ
ア
￥
１
６
０
０
）

テ
ン
病
卜

図
書

ガ
イ
ド
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／

戸司

Ｈ
ｏ
ｔ
＆
Ｉ
ｃ
ｅ
〃
Ｔ
ａ
ｋ
ｅ

Ｏ
ｎ
ｅ
〃
と
い
う
観
光
客
向
け

の
テ
イ
ク
ア
ウ
／
ト
の
シ
ョ
ッ
・
フ

が
誕
生
す
る
。

ロ
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室
生
徒
募
集
中
北

野
町
４
１
８
１
１
満
２
４
２
１
１
６
３
７

☆
一
生
一
度
の
想
い
出
を

平
安
閣
で
実
現
し
ま
せ
ん
か

文
金
高
島
田
に
打
掛
姿
は
女

性
に
は
永
遠
の
あ
こ
が
れ
。

で
も
結
婚
式
の
夢
を
実
現
で

き
な
か
っ
た
方
も
い
る
と
い
う

話
を
聞
き
ま
す
が
、
そ
ん
な
お

二
人
に
ぴ
っ
た
り
の
思
い
出
づ

く
り
を
１
と
、
現
在
、
総
合
結
婚

式
場
の
平
安
閣
が
「
二
人
だ
け

文
化
と
行
政
の
谷
間

今
度
、
神
戸
市
が
神
戸
の
》

一
「
水
」
を
売
る
こ
と
に
な
っ
・

一
た
と
い
う
。
「
神
戸
ワ
イ
ン
」
・

一
も
間
も
な
く
発
売
さ
れ
る
と
一

一
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
非
常
に
積
極
的
な
行
政
と

一
し
て
全
国
第
一
を
誇
る
「
神

一
戸
市
株
式
会
社
」
の
猛
進
は

一
流
石
と
い
う
外
は
な
い
。

一
勿
論
、
敬
意
も
表
す
る
し
．

■P

感花時計

の
結
婚
式
」
を
特
別
企
画
中
。

平
安
閣
な
ら
で
は
の
豪
華
な

挙
式
と
記
念
写
真
、
及
び
衣
裳

こ
み
で
３
万
円
と
い
う
格
安
料

金
。
加
名
ま
で
の
ミ
ニ
披
露
宴

で
、
万
円
。
あ
な
た
ご
自
身
、

あ
な
た
の
お
知
り
合
い
の
方
に

そ
っ
と
教
え
て
あ
げ
る
の
も
、

粋
な
取
り
は
か
ら
い
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
（
９
月
妬
日
ま
で
）

口
問
い
合
せ
神
戸
平
安
閣
（
０
７
８
）

３
５
１
１
３
３
９
０
阪
神
平
安
閣
（
０

６
）
４
１
３
‐
３
３
０
３

☆
電
気
屋
さ
ん
の
２
階
へ
上
れ

ば
モ
ダ
ン
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

三
宮
の
中
心
、
三
宮
本
通
り

に
６
月
６
日
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

ほ
り
か
わ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

木
目
を
生
か
し
た
、
ち
ょ
っ

と
山
小
屋
風
の
つ
く
り
。
で
も

≦膳、

脱
帽
も
す
る
が
、
こ
れ
で
い

い
の
か
な
と
い
う
気
が
し
な

い
で
も
な
い
。
‐

つ
ま
り
、
行
政
は
あ
く
ま

で
市
民
の
た
め
の
行
政
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も

少
し
で
も
市
民
の
商
売
に
直

接
、
間
接
に
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
は
矛
盾

が
あ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
は

為
政
者
の
細
か
い
気
配
り
が

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
近
は
神
戸
市
も
文
化
行

政
に
非
常
に
熱
心
で
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
結
構
な
こ
と
で
広

報
誌
の
「
Ｃ
情
報
」
な
ど
も

充
実
し
て
き
て
見
事
な
も
の
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で
あ
る
。
だ
が
、
ど
ん
ど
ん

充
実
し
て
、
行
き
過
ぎ
る
と

困
っ
た
こ
と
に
な
る
。

神
戸
に
あ
る
数
誌
の
シ
テ

ィ
マ
ガ
ジ
ン
が
打
盤
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か

行
政
が
文
化
と
取
り
組
む
と

き
行
政
と
い
う
強
力
な
パ
ワ

ー
で
突
き
進
む
と
、
折
角
の

文
化
が
崩
壊
す
る
。
芽
を
つ

ん
で
し
ま
う
。
文
化
活
動
は

根
強
い
よ
う
だ
が
、
一
方
で

は
壊
れ
や
す
い
ガ
ラ
ス
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
べ

て
慎
重
な
取
り
組
み
方
を
お

願
い
し
た
い
も
の
だ
。八

Ｙ
Ｖ

属
＠
国
園
弓
＠
ｍ
目

★
康
耶
山
天
上
寺
（
伊
藤
浄
厳
貫
主
）

の
金
堂
立
柱
式
が
、
５
月
妬
日
に
、
同

寺
金
堂
興
建
聖
地
で
厳
そ
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

☆
作
家
堺
屋
太
一
氏
価
ロ
小
太
郎
／

史
子
）
が
、
住
所
を
移
娠
。
〒
刷
悪
尿

都
新
宿
区
愛
住
町
２
ノ
５
茸
昭
（
類
）

２
３
０
０
卵
務
所
は
従
来
通
り
。
東
京

事
務
所
〒
血
東
京
都
千
代
田
区
四
番
町

５
ノ
４
ノ
加
サ
ン
ピ
ュ
ー
ハ
イ
ッ
四
番

町
加
号
宥
鯛
猛
）
２
０
１
０
大
阪
事

務
所
〒
知
大
阪
事
務
所
〒
副
大
阪
市
北

区
梅
田
町
１
ノ
ー
ノ
３
大
阪
駅
前
第
３

ピ
ル
叩
号
置
“
（
邦
）
７
６
７
０

☆
邦
舞
家
の
花
柳
楽
瞳
氏
が
、
こ
の
程

花
柳
寿
晃
と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。
〒
卸

神
一
屋
ｍ
串
央
区
花
隈
町
、
番
２
号
置
醐

（
鋤
）
１
０
５
７

★
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団
の
常
任
理

事
兼
事
務
局
長
の
三
輪
素
士
さ
ん
が
退

任
さ
れ
、
４
月
１
日
よ
り
大
河
原
徳
三

さ
ん
が
惹
仕
。
市
民
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

課
の
吉
田
韓
武
さ
ん
も
文
仏
奴
典
財
団

へ★
画
家
の
初
田
寿
さ
ん
八
京
／
宏
美
／

努
Ｖ
が
５
月
に
転
宅
さ
れ
ま
し
た
。
〒

剛
神
戸
市
東
漣
区
住
吉
東
町
１
丁
目
６

ノ
狸
宮
川
（
細
）
５
０
１
２

★
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
名

編
築
長
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た
重
森
守

さ
ん
が
、
朝
日
新
聞
社
を
退
社
。
こ
の

ほ
ど
神
戸
新
卿
山
版
セ
ン
タ
ー
に
席
を

置
い
て
、
こ
の
秋
の
創
刊
す
る
〃
味
の

錐
誘
（
未
定
）
の
編
集
長
に
迎
え
ら

れ
た
。

☆
徳
島
市
の
タ
ウ
ン
諾
〃
あ
わ
わ
″
が

〃
株
式
会
社
あ
わ
わ
″
と
し
て
新
ス
タ

ー
ト
。
本
務
所
も
移
転
〒
加
徳
島
市
催

古
６
番
町
４
１
魂
（
ヤ
タ
ケ
ビ
ル
２
Ｆ

茸
０
８
８
６
（
邸
）
３
８
２
４

★
カ
ネ
ボ
ウ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
株
式
会
社

（
神
戸
元
町
）
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
デ
ィ
オ

ー
ル
プ
テ
ィ
ッ
ク
（
黒
田
夏
代
店
長
）

が
６
月
１
日
よ
り
元
町
の
パ
ル
パ
ロ
ー

レ
Ｂ
１
に
新
装
オ
ー
プ
ン
。
〒
卸
神
戸

市
中
央
区
元
町
通
３
ノ
９
ノ
８
／
パ
ル

パ
ロ
ー
レ
Ｂ
１
官
（
剛
）
鋤
１
０
４
６

４
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画

お
客
さ
ま
に
お
出
し
す
る
器
は

す
べ
て
古
陶
器
の
逸
品
で
す
。

｡

③ｅ山桝給久焼鳥釜めし
神戸市東灘区本山北町3- 1 1本山市場東(阪急岡本･国鉄摂津本山各駅から徒歩3分）
電話(07 8 ) 4 5 2 - 2 9 0 5午後5時-1 0時月曜体(駐水場が近くに変わりました）
※焼鳥コース（皮・ズリ・きも。ねぎ身。ミンチ・野菜２種類）他に、
季節の風味として五目山菜釜めしの美味しいシーズンです。
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形や裕久コレクション１５●

：

・今月の一品｡ ※他に印判手嵩士に他図小皿､ 伊万里菊図刺身皿､ 明治のガラス徳利･ 猫口
｢ 八寸皿染錦竹に福良雀」
藍染付の竹に金色で福良雀をボンと飛ばした図
柄は、いかにも涼し気な感じ。江戸時代後期の
伊万里焼きです。

》
》
‐
》
蕊
鍔
蝉
聡

印
虫
。
ｆ
ｒ
。
‐
竜
記
》
尚

職
譲
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｢ 港町っていうのはあんまりお祭りを必要としないんじゃないかな｣ 浅田さん
議

４

専
門
家
向
け
に
書
い
た
と
い
う
難
解
本
〃
構
造
と
力
〃
が
た
ち
ま

ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
と
と
も
に
筆
者
の
浅
田
氏
も
今
や
若
者
の
ア

イ
ド
ル
的
存
在
に
、
と
い
う
フ
シ
ギ
な
世
の
中
。
ス
キ
ゾ
・
キ
ッ
ド

浅
田
氏
と
多
田
女
史
の
こ
れ
は
無
責
任
な
交
通
事
故
的
対
談
。

１
１５０
１

多
田
智
満
子
対
談
シ
リ
ー
ズ
●
午
后
の
対
話

い
か
が
わ
し
く
遊
走
す
る

浅
田
彰
〈
京
都
大
学
助
手
〉
泥
多
田
智
満
子
〈
詩
人
〉

″
構
造
と
力
″
は
知
的
権
威
と
い
う
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
ア
イ
ド
ル
本

ス

蕊

、
キ
ッ
ド
は
今
日
も

多
田
浅
田
さ
ん
と
は
一
度
京
都
で
お

会
い
し
ま
し
た
ね
。

浅
田
え
え
、
確
か
人
工
宝
石
に
つ
い

て
の
座
談
会
で
。
何
と
な
く
宝
石
に
ち

な
ん
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
に
出
会
っ

た
わ
け
で
す
ね
（
笑
）
。

多
田
あ
の
時
に
ね
、
私
な
ん
か
読
ん

だ
こ
と
も
な
い
難
し
い
本
の
こ
と
が
、

に
衷

頭
の
中
に
連
発
銃
の
弾
丸
の
よ
う
に
装

て
ん
さ
れ
て
い
て
、
機
に
応
じ
て
ボ
ン

ボ
ン
飛
び
出
し
て
く
る
も
の
で
す
か

ら
、
も
う
す
っ
か
り
舌
を
ま
い
ち
ゃ
っ

て
、
こ
れ
は
大
変
な
ア
ン
フ
ァ
ン
・
テ

リ
ブ
ル
（
怖
る
べ
き
子
供
）
だ
と
思
っ

た
。
案
の
定
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
世

間
が
浅
田
さ
ん
の
こ
と
を
ア
ン
フ
ァ
ン

1８
・
テ
リ
ブ
ル
と
い
っ
て
騒
ぎ
出
し
た
の
で
す
よ
。

浅
田
全
然
ダ
メ
（
笑
）
、
全
部
ナ
ナ
メ
読
み
で
す
ョ
・

多
田
で
、
ま
た
驚
い
た
こ
と
に
私
の
本
ま
で
読
ん
で
お
ら
れ
た
。

浅
田
そ
れ
は
モ
チ
ロ
ン
、
カ
ン
ペ
キ
に
読
ん
で
お
り
ま
す
ね

（
笑
）
。
僕
は
神
戸
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
神
戸
の
港
町

と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
や
瀬
戸
内
海
の
も
っ
て
る
一
種
地

’

鷺

鍵
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中
海
的
な
明
る
さ
み
た
い
も
の
が
ス
キ
で
、
多
田
さ
ん
の
作
品
な

ん
か
も
そ
う
い
う
も
の
の
一
端
を
伝
え
て
く
れ
る
の
で
愛
読
し
て

い
る
ん
で
す
。
な
ん
ち
や
っ
て
（
笑
）
。
ホ
ン
ト
で
す
よ
。

多
田
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
、
浅
田

さ
ん
の
本
鍛
棚
の
写
真
が
カ
ラ
ー
で
う
つ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
の

本
が
何
冊
か
な
ら
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
感
激
し
て
た
ん
で
す

（
笑
）
・
・
し
か
し
浅
田
さ
ん
は
今
や
タ
レ
ン
ト
並
み
の
忙
し
さ
み
た

い
で
。

浅
田
ア
ハ
ハ
。
で
も
僕
は
基
本
的
に
電
波
の
メ
デ
ィ
ア
は
一
応

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
た
の
で
、
わ
り
と
の
ん
び
り
し
て
る
ん
で
す
。

多
田
時
間
的
な
あ
と
さ
き
で
言
う
と
〃
逃
走
論
″
の
最
初
の
、

あ
の
大
変
…

浅
田
い
か
が
わ
し
い
（
笑
）
。

多
田
い
え
（
笑
）
、
あ
の
ポ
ッ
プ
な
感
じ
で
書
か
れ
た
も
の
と
、

〃
構
造
と
力
″
の
正
面
切
っ
た
も
の
と
、
ど
ち
ら
が
先
に
？

浅
田
や
っ
ぱ
り
最
初
は
〃
構
造
と
力
″
の
ほ
う
で
す
ね
。
で
も

そ
う
い
う
カ
タ
イ
も
の
に
飽
き
た
か
ら
軽
く
や
ろ
う
っ
て
感
じ
じ

ゃ
な
く
て
最
初
か
ら
同
時
進
行
を
め
ざ
し
て
い
た
ん
で
す
。

浅
田
つ
い
つ
い
ノ
セ
ら
れ
ち
や
う
と

い
う
（
笑
）
。
逆
に
こ
ち
ら
か
ら
言
う
と

ノ
セ
ち
や
う
わ
け
。
た
し
か
に
〃
構
造

と
力
″
は
記
号
論
な
ん
か
の
知
識
を
予

め
も
っ
た
特
定
の
読
者
を
対
象
と
し
て

ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
ね
、
僕
が
怠
惰

で
い
ち
い
ち
説
明
す
る
の
が
め
ん
ど
く

さ
く
て
（
笑
）
。
そ
れ
に
し
て
も
全
然
途

中
を
説
明
し
な
い
と
い
う
手
抜
き
本
な

の
で
、
ほ
と
ん
ど
サ
ギ
に
近
い
（
笑
）
。

多
田
だ
け
ど
ね
、
そ
れ
が
成
功
し
た

ん
で
す
よ
。
八
依
ら
し
む
く
し
、
知
ら

し
む
く
か
ら
ず
ｖ
と
い
う
態
度
ね
。
大

衆
は
こ
の
種
の
も
の
に
弱
い
ん
で
す

よ
。
で
も
あ
の
本
、
や
っ
ぱ
り
普
通
の

人
に
と
っ
て
は
と
つ
つ
き
に
く
い
で
す

多
田
〃
構
造
と
力
″
も
、
あ
れ
内
容
は
大
変
高
度
な
も
の
だ
け

れ
ど
、
と
て
も
軽
快
に
書
い
て
あ
る
。
で
、
つ
い
つ
ら
れ
て
読
ま

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
か
（
笑
）
。

浅
田
普
通
ね
、
軽
薄
短
小
文
化
が
飽
き
ら
れ
て
き
た
か
ら
も
っ

と
重
厚
長
大
な
も
の
が
ウ
ケ
る
ん
だ
っ
て
い
う
言
い
方
で
〃
お
勉

強
ブ
ー
ム
″
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
ん
だ
け
ど
、
僕
の
場
合
は
む
し

ろ
軽
薄
短
小
の
ま
ま
で
学
問
を
し
た
っ
て
い
い
ん
だ
、
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
全
部
突
っ
走
っ
ち
ゃ
っ
た
。
ま
あ
真
理
を
キ
ワ
メ
ル
っ

て
い
う
重
た
い
感
じ
よ
り
も
チ
ャ
ー
ト
に
し
て
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
軽
い
感
じ
で
書
い
て
る
つ
も
り
な
ん
で

す
。
で
も
ま
だ
ま
だ
そ
れ
で
も
重
た
い
わ
け
で
（
笑
）
。

多
田
え
え
、
あ
れ
初
め
の
う
ち
は
、
正
直
言
っ
て
、
難
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
記
号
論
な
ど
の
専
門
用
語
が
何
の
説
明
も
な
く
次
々

出
て
く
る
ん
で
す
も
の
。
多
少
本
を
読
ん
で
る
人
な
ら
、
ド
ク
サ

や
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
ぐ
ら
い
は
我
慢
す
る
け
れ
ど
、
リ
ゾ
ー
ム
だ
の

ネ
ゲ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と
な
る
と
、
も
う
許
せ
な
い
／
，
っ
て
感
じ
（
笑
）
。

で
も
浅
田
。
ヘ
ー
ス
に
慣
れ
て
く
る
と
読
み
や
す
く
な
っ
て
、
後
半

は
も
う
す
っ
か
り
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
り
ま
し
た
。

｢ 祭りって､ 本来的には､ 率故が起こるくらいなのが本当でしょうね｣ 多田さん
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足

ね
。浅

田
え
え
、
そ
れ
は
僕
を
め
ぐ
る
一
連
の
現
象
へ
の
批
評
に
な

っ
て
い
て
ね
、
実
際
に
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
チ
ャ
ー
ト
の
つ
も
り

が
一
種
こ
う
物
神
化
さ
れ
て
受
け
止
め
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
と

、
、

と
も
に
著
者
で
あ
る
僕
も
何
か
〃
若
者
た
ち
の
神
々
″
の
一
人
に

な
っ
ち
ゃ
っ
て
（
笑
）
。

多
田
い
か
が
で
す
、
ご
感
想
は
？

浅
田
僕
は
わ
り
と
自
分
の
虚
像
が
あ
ち
こ
ち
に
汎
濫
し
て
、
色

々
異
っ
た
受
け
取
ら
れ
方
を
さ
れ
る
っ
て
こ
と
を
楽
し
ん
じ
ゃ
う

か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
侵
害
さ

れ
る
っ
て
い
う
恐
怖
は
余
り
感
じ
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
「
ワ
ァ

ー
ッ
、
こ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
／
、
」
っ
て
喜
ん
じ
ゃ
う
（
笑
）
。

実
際
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
社
会
批
判
と
い
う
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
時

は
、
資
本
主
義
化
し
た
情
報
産
業
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
は
知
的
ヒ

ー
ロ
ー
を
次
々
に
狸
造
し
て
、
大
衆
を
そ
れ
で
幻
惑
し
て
い
く
。

今
回
の
僕
に
関
す
る
現
象
も
そ
の
一
つ
で
大
変
困
っ
た
こ
と
だ
、

と
い
う
言
い
方
を
す
る
ん
で
す
が
、
僕
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
注
目
さ

れ
て
し
ま
う
と
、
も
は
や
知
的
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
う
よ
り
も
ア
イ
ド

ル
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
本
：
目
身
も
知
的
権
威
と
し
て
読
ま
れ
る

よ
り
も
ア
イ
ド
ル
本
と
し
て
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
化
さ
れ
ち
ゃ
う
（
笑
）
。

そ
れ
は
少
く
と
も
危
険
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
楽
し
い
こ
と
じ
ゃ

な
い
か
、
っ
て
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。

神
戸
っ
て
あ
ま
り
祭
り
を
必
要
と
し
な
い
町
じ
ゃ
な
い
？

多
田
と
こ
ろ
で
今
、
ち
ょ
う
ど
神
戸
ま
つ
り
で
し
て
ね
。

浅
田
あ
れ
は
い
っ
た
い
な
ん
で
す
か
（
笑
）
。

多
田
そ
の
、
お
祭
り
っ
て
本
来
神
様
を
ま
つ
る
も
の
で
す
よ
れ
ぬ

２
‐
５
１
１

そ
れ
が
こ
の
頃
は
自
治
体
が
「
神
戸
ま
つ
り
で
す
よ
」
と
主
導
し

て
や
る
わ
け
。
あ
あ
い
う
も
の
を
ど
う
ご
覧
に
な
り
ま
す
？

浅
田
い
や
あ
、
ゴ
ク
ロ
ー
サ
マ
だ
と
思
い
ま
す
（
笑
）
。
聖
な
る

も
の
が
な
く
な
っ
た
時
に
、
そ
れ
を
人
工
的
に
創
り
出
そ
う
と
い

う
欲
望
が
で
て
く
る
の
は
自
然
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
人
工

的
な
も
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
奇
妙
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で

し
ょ
う
ね
。

多
田
ご
て
ご
て
盛
り
だ
く
さ
ん
に
花
は
あ
る
け
れ
ど
、
結
局
根

の
な
い
祭
り
で
す
か
ら
。

浅
田
僕
の
港
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
ま
り
祭
り
を
必
要
と
し
な

い
町
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。
例
え
ば
山
の
中
な
ん
か
の

閉
ざ
さ
れ
た
村
落
や
農
耕
共
同
体
だ
っ
た
ら
、
年
に
１
回
く
ら
い

は
う
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
何
か
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
外
部
の

力
を
導
入
す
る
こ
と
で
共
同
体
を
蘇
生
さ
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん

で
す
。
で
も
港
町
は
の
っ
け
か
ら
外
部
で
あ
る
、
と
い
う
か
、
色

ん
な
世
界
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
束
と
し
て
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
海
の
上
で
、
た
だ
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
だ
け

存
在
す
る
よ
う
な
都
市
で
は
、
常
に
外
に
開
か
れ
て
い
る
が
ゆ
え

に
、
わ
ざ
わ
ざ
お
祭
り
な
ん
て
し
な
く
て
い
い
ん
だ
、
と
い
う
雰

囲
気
が
あ
っ
て
、
僕
は
そ
う
い
う
の
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

多
田
こ
の
頃
は
祭
り
と
い
う
コ
ト
バ
が
非
常
に
不
正
確
に
使
わ

れ
て
い
て
、
何
か
こ
う
派
手
な
ス
。
ヘ
ク
タ
ク
ル
が
あ
っ
て
人
が
集

ま
れ
ば
何
で
も
祭
り
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

浅
田
そ
う
そ
う
。
で
も
ペ
ニ
ス
の
祭
り
で
も
ね
、
あ
れ
は
謝
肉

祭
と
し
て
は
退
廃
し
た
形
態
で
、
祭
り
が
単
な
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

に
な
っ
て
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
風
に
俗
っ
ぽ
く
外
へ
開
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
港
町
の
魅
力
で
、
僕
は
そ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ
農

耕
共
同
体
原
理
に
基
づ
く
祭
り
み
た
い
な
も
の
を
持
ち
込
む
必
要

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
っ
て
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

多
田
よ
く
神
戸
市
株
式
会
社
っ
て
悪
口
言
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
、

そ
の
神
戸
市
主
導
で
神
様
不
在
の
祭
り
を
や
っ
て
る
。
強
い
て
神

様
と
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
〃
諸
商
品
の
神
と
し
て
の
貨
幣
″
が
行

き
交
う
だ
け
で
…
。
だ
か
ら
本
来
的
な
祭
り
、
つ
ま
り
過
剰
な
も

の
を
年
に
一
度
そ
こ
で
使
い
尽
く
し
、
共
同
体
を
活
性
化
さ
せ
る

犀

配
野
手
鍵
癖
識識
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＃

全
て
の
交
通
は
〃
交
通
事
故
″
で
な
く
ち
ゃ

多
田
こ
の
間
、
阪
急
六
甲
で
電
車
の
衝
突
事
故
が
あ
っ
た
で
し

よ
。
う
ち
は
主
人
と
も
ど
も
物
見
高
い
も
ん
だ
か
ら
（
笑
）
、
二
人

し
て
見
に
い
っ
た
ん
で
す
。
昼
前
の
事
故
だ
っ
た
の
に
、
夜
に
な

っ
て
も
ま
だ
踏
切
は
ふ
さ
が
り
っ
ぱ
な
し
で
、
暗
闇
の
中
に
事
故

現
場
が
嬉
々
と
照
ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
辺
に
見
物
の
車
が
止
め

放
題
止
っ
て
、
ま
る
で
無
法
地
帯
。
巡
査
も
黙
認
で
す
。
そ
れ
か

ら
し
て
面
白
か
っ
た
。
普
段
と
ま
る
っ
き
り
違
う
の
ね
。
で
、
衝

３
１
５
１
１

神
戸
み
た
い
に
記
号
論
的
構
造
が
ハ
ツ
キ
リ
し
て
る
町
も
な
い
ナ

浅
田
僕
は
、
神
戸
に
つ
い
て
、
あ
る
意
味
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
構

造
が
こ
れ
ほ
ど
ハ
ツ
キ
リ
し
て
い
る
町
も
な
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
つ
ま
り
山
側
と
浜
側
、
そ
し
て
大
阪
側
と
神
戸
側
と
い
う
２

つ
の
軸
が
あ
っ
て
、
も
の
す
ご
く
ハ
ツ
キ
リ
し
た
差
異
の
構
造

（
笑
）
が
あ
る
で
し
よ
。

多
田
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
電
車
で
も
山
の
手
か
ら
海
へ
、
阪
急
、

国
鉄
、
阪
神
と
ち
ゃ
ん
と
３
通
り
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
わ
け
。

浅
田
そ
れ
で
大
阪
に
近
づ
く
ほ
ど
ダ
サ
く
な
る
と
か
ね
（
笑
）
。

こ
ん
な
に
記
号
論
的
構
造
が
ハ
ツ
キ
リ
し
て
る
と
、
余
り
に
ハ
ッ

キ
リ
し
す
ぎ
て
小
説
も
書
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
／
、
（
笑
）
、
つ
ま

り
山
側
で
神
戸
寄
り
の
人
と
浜
側
で
大
阪
寄
り
の
人
が
恋
愛
に
お

ち
い
っ
た
場
合
、
ど
う
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
働
く
か
と
い
う
こ

よ
』
っ
な
祭
り
じ
ゃ
な
い
。

浅
田
ナ
イ
デ
ス
ネ
ー
。

多
田
何
年
か
前
に
神
戸
ま
つ
り
で
車
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
、

火
を
つ
け
た
り
で
死
者
が
で
た
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
あ
ん
な
こ

と
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
が
、
本
来
の
意
味
か
ら
す
れ

ば
、
あ
れ
が
本
当
の
祭
り
的
な
る
も
の
で
し
ょ
う
ね
。

浅
田
そ
う
。
率
直
に
言
っ
て
人
が
死
な
な
い
よ
う
な
祭
り
は
祭

り
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
祭
り
を
安
全
に

し
て
い
こ
う
な
ん
て
こ
と
が
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
ま
す

ま
す
ツ
マ
ラ
な
く
な
る
一
方
で
ね
。

多
田
初
め
か
ら
機
動
隊
が
出
動
し
て
、
騒
ぎ
そ
う
な
連
中
を
シ

ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
て
ま
す
も
の
ね
。

浅
田
だ
か
ら
あ
れ
は
二
重
三
重
に
ヘ
ン
な
お
祭
り
だ
ナ
ァ
ー
。

と
が
ほ
と
ん
ど
予
定
調
和
的
に
読
め
ち
ゃ
う
（
笑
）
。
そ
れ
に
神
戸

っ
て
海
に
向
っ
て
開
か
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
陸
の
上
に
も
定
住

す
る
町
、
つ
ま
り
あ
る
程
度
固
定
的
な
構
造
が
ハ
ツ
キ
リ
し
て
い

る
、
非
常
に
土
着
的
・
定
住
的
要
素
も
強
い
町
で
し
よ
。
そ
の
へ

ん
が
複
雑
な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。
で
、
そ
の
固
定

的
な
構
図
が
か
な
り
強
く
人
を
拘
束
し
た
り
す
る
。

し
か
し
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ん
か
は
ど
う
な
の
か
な
。
や
っ
ぱ
り

東
京
の
人
な
ん
か
が
見
る
と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
っ
て
い
う
の
は
神

戸
あ
た
り
で
は
じ
ま
る
ん
だ
、
っ
て
い
う
神
話
は
あ
り
ま
す
け
ど

ね
。多

田
そ
れ
は
神
話
で
し
ょ
う
ね
。
今
や
も
う
ど
こ
だ
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
均
質
化
さ
れ
て
る
で
し
よ
。

浅
田
田
中
康
夫
さ
ん
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
評
論
に
よ
る
と
、
こ
の

阪
神
間
が
本
当
な
ん
だ
そ
う
で
す
よ
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
東
京
に

居
て
、
そ
こ
と
の
差
異
を
つ
く
る
た
め
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て

言
っ
て
る
わ
け
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。

多
田
な
る
ほ
ど
ね
。
こ
っ
ち
は
ハ
全
然
違
い
の
わ
か
ら
な
い

人
ｖ
な
も
の
だ
か
ら
（
笑
）
。

浅
田
田
中
さ
ん
の
論
理
は
僕
が
言
う
の
と
逆
で
ね
。
東
京
だ
と

常
に
流
動
し
て
い
て
新
し
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
ん
だ
け

ど
、
そ
れ
は
一
過
性
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
で
も
神
戸
だ
と
い
わ

ゆ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
構
造
が
キ
チ
ユ
と
あ
っ
て
、
そ
れ
を
背
景
に

し
て
い
い
と
こ
の
お
嬢
さ
ん
が
遊
ぶ
か
ら
本
当
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

な
ん
だ
、
っ
て
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
な
ん
で
す
。
僕
は
あ
ま
り
そ
れ
は

信
じ
な
い
で
す
け
ど
ね
え
（
笑
）
。
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突
し
た
電
車
を
切
断
し
て
い
る
の
が
、
パ
ッ
パ
ッ
と
火
花
を
散
ら

し
て
い
て
、
そ
れ
が
ま
る
で
お
祭
り
の
火
の
よ
う
に
見
え
る
わ

け
。
そ
れ
を
大
勢
の
野
次
馬
が
生
き
生
き
し
た
顔
し
て
見
て
る
ん

で
す
。

浅
田
突
発
的
な
お
祭
り
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

多
田
そ
う
な
の
。
完
全
な
祝
祭
空
間
が
で
き
あ
が
っ
て
ま
し

た
。
う
ち
は
六
甲
だ
か
ら
地
の
利
を
し
め
ち
ゃ
っ
て
存
分
に
見
物

で
き
た
わ
け
で
す
け
ど
、
何
だ
か
さ
っ
き
か
ら
無
責
任
な
話
ば
か

り
で
、
こ
ん
な
こ
と
言
っ
て
て
い
い
の
か
し
ら
（
笑
）
。

浅
田
い
え
、
実
は
僕
も
事
故
は
ス
キ
な
方
で
ね
（
笑
）
。

多
田
昔
か
ら
〃
火
事
と
ケ
ン
カ
は
江
戸
の
華
″
と
か
言
っ
て
、

あ
あ
い
う
も
の
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
も
の
な
ん
で
す
よ
ね
。
普
段

起
ら
な
い
こ
と
が
起
っ
て
、
日
常
の
ル
ー
テ
ィ
ン
を
破
る
ワ
ケ
で

す
か
ら
。

浅
田
僕
は
〃
交
通
″
と
い
う
コ
ト
バ
を
キ
ー
タ
ー
ム
に
使
っ
て

い
る
ん
で
す
け
ど
ね
、
〃
全
て
の
交
通
は
交
通
事
故
で
あ
る
″
と

い
う
テ
ー
ゼ
が
あ
っ
て
、
本
当
に
オ
モ
シ
ロ
イ
接
触
が
起
っ
た
時

に
は
、
交
通
事
故
的
な
お
祭
り
騒
ぎ
性
み
た
い
な
も
の
が
必
ず
で

て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
に
派
手
な

事
故
で
な
く
て
も
い
い
ん
で
、
例
え
ば
あ
る
本
と
バ
ツ
と
ぶ
つ
か

る
と
か
、
あ
る
人
と
喋
っ
て
い
て
バ
ツ
と
合
っ
ち
ゃ
う
と
か
い
う

風
な
こ
と
が
あ
る
と
、
普
段
見
慣
れ
て
る
構
図
と
全
然
違
っ
た
図

柄
が
そ
こ
に
出
て
く
る
。
そ
う
い
う
予
想
外
の
事
故
が
突
発
す
る

の
が
本
当
の
意
味
で
の
〃
交
通
″
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
気
が
し

ま
す
ね
。
あ
ら
か
じ
め
予
想
が
つ
い
て
て
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
確

認
さ
れ
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り

つ
ま
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
で
、
知
的
世
界
に
関
し
て
い
う

と
、
日
本
の
場
合
竜
そ
う
い
う
本
来
の
意
味
で
の
交
通
が
少
な
す
ぎ

た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
・
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ

カ
に
対
し
て
開
か
れ
て
る
よ
う
に
見
え
る
け
ど
、
最
終
的
に
は
余

り
事
故
が
起
ら
な
い
よ
う
な
格
好
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
て
た
。

多
田
日
本
っ
て
根
回
し
と
か
い
う
も
の
を
重
ん
ず
る
社
会
だ
か

ら
、
あ
ら
か
じ
め
あ
る
程
度
の
合
意
を
え
て
お
く
で
し
よ
。

浅
田
そ
う
。
先
に
土
俵
を
作
っ
と
い
て
、
そ
の
上
で
出
会
わ
せ

今
日
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
い
か
が
わ
し
く
遊
走
す
る

ア
サ
ダ
ア
キ
ラ

多
田
そ
う
い
う
意
味
で
は
Ａ
・
Ａ
現
象
な
ん
て
い
う
の
は
、

か
な
り
予
想
外
の
現
象
で
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

浅
田
ウ
ー
ン
、
そ
う
か
な
ァ
（
笑
）
。
い
つ
も
言
っ
て
る
ん
だ
け

ど
皆
僕
を
〃
天
才
、
天
才
″
っ
て
言
う
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
〃
天

災
″
の
ほ
う
だ
、
っ
て
（
笑
）
。
か
な
り
の
天
災
で
あ
っ
た
に
は
違

い
な
い
で
す
ね
。
で
も
僕
は
わ
り
に
無
責
任
で
ね
、
事
故
に
関
し

て
は
責
任
を
と
り
き
れ
な
い
、
っ
て
い
う
思
想
な
の
。
あ
え
て
そ

こ
は
無
責
任
に
突
っ
走
れ
ば
い
い
、
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

多
田
そ
れ
は
「
逃
走
論
」
な
ん
て
ま
る
で
も
う
無
責
任
の
見
本

み
た
い
な
も
の
で
（
笑
）
。

浅
田
ア
ハ
ハ
。
あ
ん
な
無
責
任
な
こ
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
／
，

（
笑
）
っ
て
な
カ
ン
ジ
。
あ
れ
は
確
か
に
一
種
の
自
己
矛
盾
で
ね
。

〃
逃
走
論
″
っ
て
い
う
タ
イ
ト
ル
自
身
、
自
己
矛
盾
な
ん
で
す

よ
。
〃
逃
走
″
を
整
合
的
に
論
ず
る
、
っ
て
い
う
の
が
第
一
お
か

し
い
で
し
よ
。
そ
れ
に
〃
逃
走
せ
よ
〃
つ
ま
り
勝
手
に
逃
げ
ろ
っ

て
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
従
う
な
、
っ
て

い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
あ
っ
け

ら
か
ん
と
言
っ
ち
ゃ
っ
た
方
が
、
ま
あ
、
読
ん
だ
人
が
元
気
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
気
が
し
て
（
笑
）
。
そ
れ
で
非
常
に
無

責
任
に
も
ヌ
ケ
ヌ
ケ
と
言
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。

多
田
少
く
と
も
色
ん
な
と
こ
ろ
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
た
ま
っ

て
き
つ
つ
あ
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
い
い
冷
水
摩
擦
に
な
り
ま
す

よ
、
あ
あ
い
う
の
読
む
の
っ
て
。

４
‐
５
１
１

る
か
ら
、
た
か
だ
か
土
俵
の
中
で
全
て
が
済
ん
じ
ゃ
う
。
土
俵
の

な
い
所
で
ス
パ
ー
ン
と
当
っ
た
時
に
、
大
事
故
が
起
こ
る
っ
て
い

う
面
白
さ
が
な
い
ん
で
す
ね
－
。

多
田
国
会
な
ん
て
そ
の
い
い
例
で
す
よ
ね
。
事
前
調
整
ば
か
り

や
っ
て
、
突
発
事
故
が
起
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
。

浅
田
そ
れ
こ
そ
電
車
と
電
車
が
衝
突
す
る
く
ら
い
の
メ
チ
ャ
ク

チ
ャ
な
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
で
も
起
り
得
る
は

ず
だ
し
、
そ
れ
が
起
っ
た
時
に
は
じ
め
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
に

な
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
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浅
田
僕
は
小
学
校
の
頃
、
わ

り
と
よ
く
転
校
し
た
こ
と
が
あ

っ
て
ね
、
転
校
を
重
ね
る
と
某

本
的
に
ソ
フ
イ
ス
ト
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
給
食

を
残
す
こ
と
は
絶
対
悪
な
の

ダ
、
と
い
う
学
校
も
あ
れ
ば
、
そ

ん
な
の
全
然
ど
う
で
も
い
い
、

と
い
う
学
校
も
あ
る
。
あ
る
い

は
先
生
が
教
室
に
入
っ
て
来
る

前
に
起
立
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い

所
も
あ
れ
ば
、
入
っ
て
来
た
後

で
起
立
す
る
所
も
あ
る
。
そ
う

い
う
文
化
の
違
い
を
い
く
つ
か

通
過
す
る
と
、
ソ
フ
イ
ス
ト
的

な
眼
を
身
に
つ
け
ち
ゃ
っ
て

ね
、
〃
な
’
ん
だ
、
こ
ん
な
の
全

く
こ
こ
の
文
化
に
特
有
の
約
束

事
じ
ゃ
な
い
の
″
っ
て
い
う
風

に
裸
の
王
様
的
な
こ
と
を
言
い

た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
れ
を
ト

コ
ト
ン
言
う
と
、
あ
あ
い
う
本

に
な
る
わ
け
。
そ
う
い
う
意
味

で
僕
は
自
分
自
身
〃
交
通
″
や

〃
移
動
″
を
知
的
に
体
現
し
た

い
っ
て
い
う
欲
望
が
す
ご
く
強

い
ん
で
す
。
だ
い
た
い
ソ
フ
イ

ス
ト
や
知
識
人
っ
て
色
ん
な
都

市
を
巡
り
歩
い
て
は
、
こ
れ
は

ヨ
ソ
で
は
違
う
ん
だ
ゾ
、
な
ん

て
こ
と
い
う
人
で
し
よ
。
僕
は

そ
う
い
う
の
が
非
常
に
好
き
で

す
ね
。

多
田
昔
の
人
は
今
み
た
い
に

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
他
の
土
地
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
で
し
よ
。
だ
か
ら
旅
人
っ
て
い
う
の
が
他
所
か
ら
の
情
報
を

も
た
ら
す
人
で
、
旅
人
を
も
て
な
し
、
珍
し
い
話
を
聞
く
こ
と
が

と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
…
。

浅
田
え
え
、
そ
れ
は
す
ご
く
大
き
な
快
楽
な
ん
で
す
よ
ね
。
閉

じ
た
共
同
体
だ
と
結
局
同
じ
情
報
を
く
り
返
す
の
で
、
そ
れ
が
摩

耗
し
て
い
っ
て
、
皆
、
退
屈
し
ち
ゃ
う
。
旅
人
が
来
た
時
に
や
っ

と
異
質
な
情
報
が
入
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
異
種

交
配
を
生
み
出
す
。
そ
れ
が
知
識
人
の
原
型
だ
と
思
う
ん
で
す

よ
。多

田
そ
う
で
す
よ
ね
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ソ
ロ
ン
に
し
る
ヘ
ロ

ド
ト
ス
に
し
ろ
、
世
界
を
歩
き
回
っ
て
色
ん
な
情
報
を
得
て
、
見

聞
が
広
い
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
尊
敬
さ
れ
、
い
い
扱
い
を
受
け

て
ま
し
た
。
彼
ら
は
今
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
具
現
し
た
よ
う
な
人

物
で
…
。

浅
田
彼
ら
が
一
種
の
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

多
田
で
も
学
問
の
分
野
な
ど
は
特
に
、
近
代
に
な
っ
て
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
も
の
を
排
除
し
て
し
ま
っ
て
、
全
部
専
門
領
域
が
ハ
ツ

キ
リ
し
て
き
て
い
る
で
し
よ
。
他
の
こ
と
に
興
味
を
も
っ
と
〃
ア

イ
ッ
は
専
門
家
の
く
せ
に
…
″
な
ん
て
見
方
を
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
。

浅
田
だ
か
ら
、
も
と
も
と
知
識
人
っ
て
い
う
の
は
、
そ
う
い
う

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
的
な
旅
人
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
何
か
非
常

に
狭
い
所
へ
の
定
住
を
強
い
ら
れ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
ね
。
だ

け
ど
知
識
な
ん
て
も
の
は
、
そ
れ
を
得
た
と
た
ん
に
よ
そ
へ
い
や

応
な
く
開
か
れ
て
い
く
よ
う
な
も
の
、
自
然
と
ブ
ワ
ー
ッ
と
横
断

的
に
結
合
し
ち
ゃ
う
も
の
な
ん
で
す
ね
。

多
田
で
す
か
ら
専
門
化
が
ひ
ど
く
な
る
一
方
で
は
、
い
わ
ゆ
る

学
際
的
な
動
き
も
出
て
き
て
い
て
、
非
常
に
巾
の
広
い
人
物
も
出

て
き
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
学
際
的
と
い
う
よ
う
な
上
品
な
も
の
で

な
く
、
も
っ
と
雑
学
的
な
。
浅
田
さ
ん
書
い
て
ら
し
た
わ
ね
。

〃
い
わ
ゆ
る
知
識
人
た
ち
の
は
ず
か
し
気
も
な
い
雑
食
ぶ
り
…
″

だ
っ
た
か
し
ら
？

浅
田
え
え
、
〃
み
さ
か
い
の
な
い
雑
食
ぶ
り
″
（
笑
）
そ
れ
は
一

種
不
可
避
な
も
の
と
し
て
あ
り
ま
す
ね
。
恐
ら
く
四
世
紀
の
学
問

５
１
５
１
１

鍵 籍

雲
蕊 謹：；

鶴》灘
騨
蕊 ;織遂，

：
神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ハ
イ
テ
ク
時
代
の
宗
教
ブ
ー
ム
、
お
そ
ろ
し
い
ネ

浅
田
最
近
よ
く
思
う
ん
だ
け
ど
、
こ
の
〃
お
勉
強
ブ
ー
ム
″
っ

て
い
う
の
は
割
と
早
く
終
息
し
て
ね
、
代
り
に
宗
教
が
す
ご
く
流

行
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
す
で
に
も
う
、
本
屋
の
精
神
世
界
の
コ

ー
ナ
ー
の
本
っ
て
す
ご
く
売
れ
て
ま
す
け
ど
ね
。

多
田
〃
お
勉
強
ブ
ー
ム
″
っ
て
つ
ま
り
？

浅
田
僕
の
本
な
ん
か
が
売
れ
る
コ
ト
ね
（
笑
）
。
お
勉
強
ブ
ー
ム

っ
て
、
根
拠
が
何
も
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
あ
ら
た
な
根
拠

を
求
め
て
勉
強
で
も
す
る
か
、
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
勉

強
っ
て
結
構
シ
ン
ド
イ
し
、
本
気
に
な
っ
て
や
り
だ
す
と
逆
に
根

拠
が
な
い
っ
て
こ
と
が
分
っ
ち
ゃ
う
も
の
だ
か
ら
、
あ
ま
り
助
け

に
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
宗
教
、
と
り
わ
け
大
衆
芸
能
的
な
も
の

と
結
合
し
た
宗
教
は
、
そ
の
点
一
層
手
軽
な
根
拠
に
な
る
わ
け
。

あ
ご
ん

例
え
ば
阿
含
宗
の
よ
う
に
大
衆
化
し
た
密
教
の
よ
う
な
も
の
が
流

行
っ
て
ま
す
け
ど
、
そ
こ
で
は
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
密
教
と
が

結
び
付
く
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
レ
ー
ザ
ー
と
か
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
を
駆
使
し
て
派
手
な
シ
ョ
ウ
み
た
い
な
祭
典
を
や
る
ん
で

す
。
そ
れ
と
、
松
任
谷
由
実
や
松
田
聖
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
は
、

結
局
お
互
い
模
倣
し
あ
っ
て
る
わ
け
で
、
宗
教
的
な
盛
り
上
り
を

つ
く
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

多
田
松
田
聖
子
が
御
神
体
に
な
っ
ち
ゃ
う
！

浅
田
松
田
聖
子
は
も
ひ
と
つ
ダ
メ
ら
し
い
で
す
け
ど
（
笑
）
。
で

１
１５６
１

も
そ
う
や
っ
て
安
易
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
し
た
形
で
宗
教
ブ
ー
ム

っ
て
い
う
の
が
起
こ
っ
て
き
て
い
て
、
こ
れ
は
か
な
り
強
く
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
ナ
ァ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

多
田
な
る
ほ
ど
ね
え
。

浅
田
特
に
、
音
楽
と
か
ア
ー
ト
と
か
い
う
回
転
が
早
く
て
不
安

定
な
と
こ
ろ
の
人
ほ
ど
、
皆
そ
う
い
う
宗
教
的
な
根
拠
を
求
め
た

が
る
ん
で
す
よ
ね
。
解
散
し
た
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
細
野
晴
臣
さ
ん
な
ん
か
、

え
ん
の
ざ
よ
・
８
や

今
は
も
う
完
全
に
オ
カ
ル
ト
に
凝
っ
ち
ゃ
っ
て
、
役
行
者
の
あ

血

と
を
た
ず
ね
て
霊
地
を
巡
る
、
な
ん
て
世
界
で
す
か
ら
（
笑
）
、
オ

カ
シ
イ
で
す
ね
。
彼
ら
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
粋
を
つ
く
し
た
音
楽

で
売
っ
て
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
ご
く
宗
教
的
な
も
の
に
フ

シ
と
い
っ
ち
ゃ
う
。
そ
う
い
う
の
こ
れ
か
ら
増
え
そ
う
で
す
ね
。

し
か
し
ね
、
最
近
で
は
こ
う
い
う
ブ
ー
ム
が
小
学
生
の
間
に
も

流
行
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
科
学
技
術
が
神
話

的
想
像
力
な
ん
か
と
フ
ワ
ッ
と
ひ
つ
つ
い
ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
テ
レ

ピ
ゲ
ー
ム
な
ん
か
で
も
、
非
常
に
精
級
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り

つ
つ
神
話
的
大
河
絵
巻
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
を
も
っ
た
も

の
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
あ
れ
は
ハ
イ
テ
ク
時
代
の
神
話
的
思
考

み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
学
研
が

「
ム
ー
」
っ
て
い
う
超
能
力
も
の
の
雑
誌
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
に
折
り
込
み
付
録
マ
ン
ダ
ラ
、
な
ん
て
の
が
つ
い
て
て

（
笑
）
、
子
供
が
そ
れ
を
壁
に
張
っ
た
り
し
て
見
て
い
る
（
笑
）
な

ん
て
、
ち
ょ
っ
と
コ
ワ
イ
で
す
ね
。
こ
れ
が
ま
た
上
昇
志
向
に
結

び
つ
い
た
り
し
て
、
超
能
力
で
記
憶
を
良
く
し
て
テ
ス
ト
の
点
を

上
げ
る
、
な
ん
て
こ
と
に
な
っ
た
り
し
て
（
笑
）
。
こ
れ
は
イ
ッ
タ

イ
ゼ
ン
タ
イ
ど
う
い
う
世
界
な
の
か
（
笑
）
、
っ
て
カ
ン
ジ
で
す
よ

ね
。
だ
か
ら
ま
す
ま
す
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
的
環
境
に
な
る
っ
て

こ
と
と
、
そ
う
い
う
一
種
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
原
始
宗
教
が
で
て
く

る
っ
て
い
う
の
が
同
時
に
す
す
む
よ
う
で
す
ね
。
我
々
は
む
し
ろ

旧
世
代
で
、
今
の
中
学
生
か
ら
下
は
ホ
ン
ト
、
末
恐
し
い
で
す
ね
。

ア
ン
フ
ア
ン
・
テ
リ
プ
ル

多
田
お
も
し
ろ
い
わ
ね
。
怖
る
べ
き
子
供
が
未
来
の
ア
ン
フ
ァ

ン
。
テ
リ
ブ
ル
を
「
お
そ
れ
る
」
。
歴
史
は
繰
り
返
す
ん
で
す
ね
。

八
六
甲
／
ブ
ル
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
に
て
Ｖ

撮
影
／
渡
辺
泰
臣

の
職
業
化
・
制
度
化
っ
て
コ
ト
が
そ
う
い
う
分
散
的
な
定
住
化
を

強
い
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
無
理
な
こ
と
で
、

も
う
そ
ろ
そ
ろ
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
僕
は
ね
、

自
分
が
港
町
生
ま
れ
だ
と
い
う
意
識
を
な
ん
と
な
く
昔
か
ら
持
っ

て
て
、
そ
れ
が
旅
す
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
だ
っ
て
い
う
意
識
に
変
容
し
、

最
終
的
に
は
脱
領
域
的
。
横
断
的
に
知
的
な
遭
遇
を
求
め
て
う
ろ

つ
き
歩
く
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
一

種
の
生
理
と
し
て
身
に
つ
い
ち
ゃ
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

多
田
そ
う
ね
、
浅
田
さ
ん
は
非
常
に
軽
快
に
走
る
と
い
う
か
：
、

浅
田
イ
エ
、
い
か
が
わ
し
く
遊
走
す
る
と
い
う
か
（
笑
）
。

多
田
そ
う
ね
え
。
遊
走
っ
て
カ
ン
ジ
ね
。
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兵庫県産但馬牝牛

初夏の北野に"寛ぎの食空間，，誕生
当初の予定より１週間程

遅れ、お客様に大変御迷惑
をおかけいたしましたが、
お蔭様で６月2 7 日に増新築
オープンの運びとなりました。
新しく大きくなった和黒

は新感覚あふれる明るいく
つろぎの空間。手頃なお値
段の新メニューも加わり幅

神戸
steak

壷(078)222-0678
神戸肉登録指定店

広い層の方々に御利用いた
だけます。季節の先取りの
前菜と料理の技で焔りあげ
る神戸ビーフの香ばしさを
存分にお楽しみいただけま
す。お気軽に是非あぶり肉
工房和黒へお出かけ下さい
ますよう御案内申し上げま
す。

北野坂
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